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お部屋がガスくさい時はガス機器の使用をやめて、慌てず窓やド
アを開けて換気をし、お近くのガス会社に連絡をしてください。
ガスの性質によって、空気より重いプロパンガスの場合は床に近
い窓を、空気より軽い都市ガスの場合は天井に近い窓を開けて
換気しましょう。
またガス漏れ箇所がわからない場合は、窓を開けた後、ガスメー
ターの所にあるメインバルブを閉めてください。その際、絶対に
火を使用せず、換気扇や電気機器のスイッチの点滅も爆発の原
因となるため注意してください。

ガス機器を使用する際は必ず換気扇を回して換気を⾏い、ガス
漏れによる危険を避けてください。さらに、窓を開けて換気を⾏
い、新鮮な空気を常に室内に取り込むようにしてください。

ガスコンロの炎が不安定な
ら、不完全燃焼を起こして
います。
バーナーの目詰まり、空気
調節の不良、また室内の酸
欠等が原因として考えられ
ます。原因を確かめ、正常
な燃焼状態に直してください。

排気口は排気熱によって加熱されています。ヤケドのおそれがあ
りますから、絶対に触れないでください。
また、周りに燃えやすいモノや熱によって変形しやすいモノを決
して置かないように心掛けてください。

給湯器の位置や間取りにより、すぐお湯が出ない場合がありま
す。洗⾯器やボウルで⼀旦受けるようにして下さい。

各メーカーとも省エネの観点から、節湯（節水）タイプの水栓が
標準で採用されています。このタイプの水栓は省エネである反
⾯、水圧が弱いと感じる場合があります（個人差があります）。
部材や器具の交換で解消される場合があります。

シャワーや洗⾯化粧台等の再使用時に、配管や給湯器内に残っ
た熱いお湯が出ることがあります。いきなり手や体にかけるとヤケ
ドするおそれがありますので、しばらく湯温の様子を見て使用する
ようにしてください。特に２ヵ所給湯の場合は、給湯器の浴室側リ
モコンを「優
先」にセットし
て お か な い
と、キッチンで
設定された⾼
温のお湯が出
るため、注意
が必要です。

やけど防止のため、吐水を始める際には必ず温度を確認の上
ご使用ください。給湯機の設定温度は、念のため毎回確認して
から使用するようにしましょう。また、シャワーヘッド等が破損
してケガややけどをする恐れがありますので、シャワーには熱湯

（60℃以上）を通さないでください。

給湯器の給気口をふさぐと不完全燃焼を起こし、大変危険です。
絶対に給気口をふさがないようにしてください。

給湯器等にはマイコン制御や防蝕装置、凍結防止ヒーターが
内蔵されています。故障の原因となりますので、外出時も絶
対に電源を切らないでください。
※長期間ご⾃宅を留守にされる場合は、水抜き等を⾏う必要がありま

す。取扱説明書をご覧の上、対応方法をご確認ください。
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家庭でのガス事故を防ぐためには、ガス機器を正しく使用し、換気をすることが何より大切です。

また、古いガス機器は部品が劣化し、火災や事故を起こす可能性も！

安心してガス機器を使うためにも、古くなったら早めの取り換えも検討しましょう。
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家族みんなが使うバスルームや洗面所等、お湯の設定温度が高いとやけどをする可能性があります。

給湯器の温度設定は、小さなお子様やお年寄りがいらっしゃるご家庭は特にご注意ください。

また、給湯器の調子が悪かったり、ガス臭いにおいがする場合は早めに修理や交換をしましょう！

ガス事故の防止 やけどの防止

ガス機器使用時は、必ず換気を 給湯器の給気口をふさがない

使用前に温度を確認する

再使用時に熱いお湯が出ることがある

給湯器の電源は切らない

排気口に近づかない、物を置かない

お湯が出るまで時間がかかることがあります

水圧が弱く感じる

不完全燃焼していないか？燃焼状態を確認する

ガスくさい時には換気をし、
火気・電気機器のスイッチは使用厳禁！ガスコンロ 給湯器

給湯器の浴室側リモコンイメージ
「優先」にセット




